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【
第
一
部
】

第
26
回
総
会
は
、
三
島
副
会
長
の

司
会
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま

ず
、
始
め
に
こ
の
１
年
間
に
鬼
籍
に

入
ら
れ
た
97
名
の
方
に
対
し
て
、
参

加
者
全
員
に
よ
り
黙
祷
を
捧
げ
ま
し

た
。続

い
て
、
議
長
に
冨
所
真
一
さ
ん

を
選
出
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
新
井
会
長
よ

り
、①

本
年
４
月
の
第
20
回
統
一
地
方

選
挙
で
の
ご
協
力
へ
の
感
謝
。

②
80
歳
以
上
節
目
会
員
へ
の
「
訪

問
活
動
」

③
会
員
の
緊
急
連
絡
先
の
生
協
シ

ス
テ
ム
へ
の
登
録
推
進

④
政
治
に
つ
い
て

⑤
支
部
結
成
25
周
年
に
つ
い
て
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
（
あ
い
さ

つ
要
旨
は
別
掲
）

続
い
て
、
来
賓
の
皆
さ
ま
の
あ
い

さ
つ
と
し
て
初
め
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組

退
職
者
の
会
中
央
協
議
会
・
高
橋
洋

子
副
会
長
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
神
奈
川
グ

ル
ー
プ
連
絡
会
・
竹
田
哲
也
会
長
よ

り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
の
あ

い
さ
つ
は
（
別
記
下
記
の
と
お
り
で

す
。
）
続
い
て
「
杉
本
事
務
局
長
の

報
告
と
提
案
」

『
第
一
号
議
案
』

・
一
年
間
を
振
り
返
っ
て

・
２
０
２
３
年
度
活
動
方
針
（
案
）

『
第
二
号
議
案
』

・
２
０
２
２
年
度
会
計
報
告

・
２
０
２
３
年
度
会
計
予
算
（
案
）

『
第
三
号
議
案
』

・
２
０
２
３
年
度
役
員
体
制
（
案
）

を
一
括
で
報
告
・
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
前
川
会
計
監
査
よ
り
２
０

２
２
年
度
会
計
は
適
切
に
処
理
さ
れ

て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

質
疑
・
討
議
の
後
、
す
べ
て
の
議

案
に
対
し
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

５
名
の
方
々
の
永
年
役
員
表
彰
者

の
紹
介
、
新
旧
役
員
の
あ
い
さ
つ
、

こ
の
後
、
新
井
会
長
に
よ
る
新
役
員

体
制
で
の
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
総
会
で
退
任
さ
れ
る
役

員
か
ら
思
い
出
・
苦
労
話
を
交
え
た

あ
い
さ
つ
を
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
で
議
事
の
す
べ
て
は
終
了
し
、

議
長
解
任
の
あ
い
さ
つ
を
最
後
に
総

会
第
一
部
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
前
と
第
三
部
懇
親
会
冒
頭
で
、

「
25
年
の
あ
ゆ
み
（
２
０
１
９
～
２

０
２
３
の
５
年
間
）
」
と
題
す
る
フ
ォ

ト
ム
ー
ビ
ー
シ
ョ
ー
を
放
映
し
ま
し

た
。視

聴
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
よ
り
好

評
の
声
が
あ
っ
た
事
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

【
菅
野

秋
夫
】

退
職
者
の
会
ニ
ュ
ー
ス

ＮＯ １５０号
2023年 １１月２０日
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安
心
・
信
頼

生
き
が
い
あ
ふ
れ
る

二
十
一
世
紀

み
ん
な
と
共
に
！

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会

神
奈
川
県
支
部
協
議
会

【
会
長
あ
い
さ
つ
】

本
総
会
は
、
会
員
そ
し
て
中
央
協
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
神
奈
川
グ
ル
ー
プ
連
絡

会
、
ま
た
神
奈
川
シ
ニ
ア
連
合
等
ご

来
賓
の
皆
様
、
過
去
最
大
の
約
２
５

０
名
に
参
集
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
開
催
に
あ
た
り
、
数
点
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

支
部
協
は
、
各
種
行
動
に
取
り
組

み
、
友
好
議
員
５
名
中
、
４
名
が
当

選
。
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

少
し
で
も
暮
ら
し
や
す
い
地
域
・

社
会
と
な
る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
か

か
わ
り
を
持
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

県
内
で
80
歳
以
上
会
員
７
１
１
名

（
全
会
員
の
５
人
に
１
人
）
の
う
ち
、

節
目
（
80
・
85
・
90
歳
）
を
迎
え
た

１
８
８
名
の
会
員
宅
に
訪
問
し
ま
し

た
。是

非
、
今
、
お
元
気
な
う
ち
に
ご

家
族
・
関
係
者
に
「
何
か
あ
っ
た
ら

退
職
者
の
会
へ
」
と
、
伝
え
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
、
東
日
本
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
安
否
確
認
等
の
た
め
の
緊
急

連
絡
先
の
把
握
・
登
録
を
進
め
て
き

て
い
ま
す
。

先
の
全
国
総
会
に
お
い
て
、
改
修

さ
れ
た
電
通
共
済
生
協
シ
ス
テ
ム
へ

の
登
録
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
生
協
シ
ス
テ
ム
は
、
国
内
の

東
・
西
二
か
所
の
安
全
な
地
域
に
設

置
さ
れ
て
お
り
、
首
都
圏
直
下
型
地

震
な
ど
の
大
規
模
災
害
等
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
場
合
で
も
、
会
員
の
安
否

確
認
等
が
迅
速
に
対
応
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

年
明
け
に
支
部
協
全
会
員
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
支
部
協
活
動

の
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
ま
す
。

臨
時
国
会
は
、
突
然
の
減
税
表
明
、

原
資
は
私
た
ち
の
税
金
、
そ
の
先
に

待
つ
の
は
防
衛
増
税
等
、
騙
さ
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

世
界
の
そ
こ
か
し
こ
で
争
い
が
起

き
、
罪
の
な
い
人
々
の
血
が
流
れ
、

悲
鳴
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

議
案
書
に
「
日
本
国
憲
法
」
前
文

を
掲
載
し
ま
し
た
。
岸
田
政
権
の
所

業
に
あ
て
は
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
が
結
成

50
周
年
、
支
部
協
も
神
奈
川
と
横
浜

が
統
合
し
25
周
年
、
本
総
会
を
25
周

年
記
念
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。

改
め
て
、
25
周
年
を
迎
え
、
関
係

諸
団
体
の
皆
様
の
深
い
理
解
と
ご
協

力
、
多
く
の
先
輩
や
役
員
OB
、
会
員
、

そ
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
た
現

役
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
、
何
点
か
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

退
職
者
の
会
が
会
員
の
皆
さ
ん
の
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
10
月
28
日

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会

神
奈
川
県
支
部
協

会
長

新
井
陽
太
郎

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
神
奈
川

退
職
者
の
会
第
26
回
総
会
様

結
成
25
周
年
記
念
総
会
お
め
で
と

う
御
座
い
ま
す
。
超
高
齢
社
会
の
中

で
医
療
・
介
護
・
年
金
等
私
た
ち
の

身
近
な
暮
ら
し
が
課
題
で
す
。
本
来

出
席
す
べ
き
私
が
脊
柱
管
狭
窄
症
か

ら
来
る
両
足
が
重
く
長
距
離
の
歩
行

が
困
難
の
為
欠
席
と
な
り
ま
す
。

１
９
９
８
年
度
の
１
９
９
９
年
２

月
に
旧
横
浜
支
部
と
旧
神
奈
川
支
部

が
統
合
し
神
奈
川
県
支
部
協
議
会
と

な
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
25
年
と
な

り
ま
す
。

当
時
結
成
に
係
わ
っ
た
者

と
し
て
退
職
者
の
会
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組

退
職
者
の
会
シ
ン
ボ
ル
フ
レ
ー
ズ
の

「
安
心
・
信
頼
、
生
き
が
い
あ
ふ
れ

る
21
世
紀
、
み
ん
な
と
共
に
」
を
実

践
す
べ
き
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
ら
退
職
者
の
会
に
連
絡
す
る
組
織

作
り
を
目
指
し
実
践
し
ま
し
た
。

私
た
ち
高
齢
者
の
た
め
更
な
る
ご
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

顧
問

野
中

美
久

NTT労組退職者の会結成50周年・支部協２５周年「第26回総会」

◇横浜ワークピアへ（過去最多）２５０名集う◇

10
月
28
日
（
土
）
25
周
年
記
念
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職

者
の
会
神
奈
川
支
部
協
議
会
第
26
回
総
会
が
横
浜
ワ
ー
ク
ピ
ア
で
、
会
員
・

来
賓
者
・
関
係
者
約
２
５
０
名
の
参
加
者
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

《
来
賓
者
紹
介
》

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
中
央
協
議
会

高
橋
洋
子
副
会
長

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
神
奈
川
県
グ
ル
ー
プ

連
絡
会

竹
田
哲
也
会
長

・
神
奈
川
シ
ニ
ア
連
合

佐
々
木
茂
夫
副
会
長

・
中
央
労
働
金
庫
横
浜
支
店

田
中
邦
明
支
店
長
代
理

・
神
奈
川
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

金
井
克
之
事
務
局
長

・
㈱
全
国
儀
式
サ
ー
ビ
ス

山
崎
功
治
執
行
役
員
本
部
長

小
泉
英
子
係
長

・
電
通
共
済
生
協
南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

渡
辺
茂
一
推
進
部
長

・
き
ら
ら
保
険
サ
ー
ビ
ス
㈱

太
田
聡
営
業
担
当
課
長

・
吉
川

さ
お
り
参
議
院
議
員

・
松
崎

淳
県
会
議
員

・
柳
田

あ
ゆ
藤
沢
市
議
会
議
員

・
加
藤

ゆ
う
す
け
横
須
賀
市
議
会

議
員

一
、
本
年
４
月
の

第
20
回
統
一
地
方
選
挙

二
、
80
歳
以
上
節
目
会
員
へ
の

「
訪
問
活
動
」

三
、
会
員
の
緊
急
連
絡
先
の

生
協
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
推
進

四
、
政
治
に
つ
い
て

五
、
支
部
協
結
成
25
周
年

NTT労組退職者の会

神奈川県支部協議会

会長 新井 陽太郎

NTT労組友好議員から第20回総会に向けたメッセージ

横
浜
市
金
沢
区
選
挙
区
か
ら
６

期
目
の
当
選
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
議
会
で
は
今
、
石
油
等

の
物
価
高
、
様
々
な
人
た
ち
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
声
を
し
っ
か
り
県
政

に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
20
回
の
総
会
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

今
春
４
月
の
市
議
会
選
挙
に
お

き
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
今
回
３
期
目
と
な
る

ご
報
告
に
ま
い
り
ま
し
た
。

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
効
か
ず
、

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
邁

進
し
ま
す
。

本
年
春
の
市
議
会
議
員
を
経
て
３

人
で
市
議
会
会
派
「
茅
ヶ
崎
立
憲

ク
ラ
ブ
」
を
結
成
し
、
市
政
懇
談

会
や
知
長
へ
の
予
算
要
望
な
ど
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

神奈川県会議員

松崎 淳

横須賀市議会議員

加藤 ゆうすけ

茅ヶ崎市議会議員

藤本 恵祐

今
年
春
４
月
、
藤
沢
市
議
会
議

員
に
立
候
補
し
皆
さ
ま
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
初
当
選
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
藤
沢
市
民
の
た

め
に
「
人
を
大
切
に
す
る
政
治
」

を
し
て
い
き
ま
す
。

藤沢市議会議員

柳田 あゆ
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《
新
し
く
選
出
さ
れ
た
役
員
》

①
生
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
は

②
現
役
時
の
主
な
職
種
は

③
あ
な
た
の
趣
味
は

④
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と

⑤
あ
な
た
の
特
技
は

①
北
海
道
生
ま
れ
横
須
賀
育
ち

②
設
備
課
Ｓ
Ｏ
工
事
調
整

③
読
書
・
孫
の
相
手

④
散
歩

⑤
特
に
な
し

①
鹿
児
島
県

②
事
務

③
洋
裁
・
編
み
物

④
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

⑤
特
に
な
し

①
群
馬
県

②
所
内
設
備
保
全

③
ゴ
ル
フ

④
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

⑤
ゴ
ル
フ

①
鹿
児
島
県

②
電
話
受
付

③
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

④
散
歩

⑤
特
に
な
し

①
栃
木
県

②
建
設
業
法
監
理
・
技
術
者
業
務

③
囲
碁

④
献
血

⑤
特
に
な
し

《
支
部
協
内
移
動
》

◆
川
崎
・
横
浜
地
区

副
会
長

杉
本

秋
一(

事
務
局
長)

◆
藤
沢
・
厚
木
地
区

副
会
長

柴
原

一
喜(

幹
事)

◆
事
務
局
長

池
田

明(

幹
事)

◆
事
務
局
次
長菅

野

秋
夫(

幹
事)

◆
事
務
局
次
長原

ま
さ
江

(

シ
ニ
ア
連
合
幹
事)

《
退
任
さ
れ
た
役
員
》

◆
鈴
木

三
夫
（
前
事
務
局
次
長
）

幹
事
４
年
、
共
済
担
当
事
務
局
次
長

９
年
通
算
13
年
。
共
済
業
務
の
オ
ー
ソ

リ
テ
ィ
ー
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◆
叶

森
統
（
前
幹
事
）

幹
事
11
年
。
長
き
に
渡
り
写
真
サ
ー

ク
ル
の
責
任
者
と
し
て
サ
ー
ク
ル
の
発

展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

。

◆
澤

厳
男
（
前
幹
事
）

幹
事
５
年
。
麻
雀
サ
ー
ク
ル
責
任
者
。

会
議
で
の
提
言
等
で
組
織
を
け
ん
引
。

◆
遠
藤

周
治
（
前
幹
事
）

幹
事
２
年
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
責
任

者
と
し
て
サ
ー
ク
ル
を
け
ん
引
。
地
域
・

家
庭
に
専
念
の
た
め
退
任
。

◆
天
満

敦
（
前
幹
事
）

幹
事
１
年
。
兼
務
し
て
い
た
介
護
施

設
の
仕
事
に
専
念
の
た
め
退
任
。

プロフィール

横須賀地区

幹事

芦原 格

藤沢・厚木地区

幹事

牧 やなえ

藤沢・厚木地区

幹事

富所 真一

平塚•小田原地区

幹事

馬上 年子

平塚•小田原地区

幹事

松本 行雄

六
月
に
通
常
国
会
が
閉
会
し

ま
し
た
。
岸
田
内
閣
が
強
行
す

る
四
十
三
兆
円
も
の
防
衛
増
税

や
異
次
元
の
少
子
化
対
策
、
い

ず
れ
も
財
源
が
具
体
的
に
示
さ

れ
ず
、
国
民
負
担
の
議
論
を
先

送
り
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
め
ぐ
る
一

連
の
混
乱
は
、
未
だ
に
終
息
の

兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
感
染

終
息
の
見
通
し
が
立
た
ず
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
と
も
な
う
物
価
高
騰
も
依
然

と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。
今
後

も
皆
様
と
共
に
、
生
活
者
、
働

く
者
の
暮
ら
し
そ
し
て
平
和
と

希
望
を
守
る
べ
く
全
力
を
尽
く

し
て
参
り
ま
す
。

先
の
第
２
１
１
回
通
常
国
会
で
は
、

防
衛
費
や
子
ど
も
若
者
政
策
予
算
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
テ
ー
マ
が

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
私
も
幾
度

も
委
員
会
な
ど
で
質
問
し
ま
し
た
。

防
衛
費
に
つ
い
て
は
、
復
興
税
の

転
用
を
認
め
ず
、
ミ
サ
イ
ル
購
入
よ

り
も
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
備
え
る
デ
ジ

タ
ル
対
応
の
防
衛
を
求
め
て
い
ま
す
。

私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
子
ど

も
若
者
政
策
は
、
「
よ
う
や
く
、
こ

の
時
代
が
来
た
！
」
と
感
じ
て
い
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
基
く
デ

ジ
タ
ル
化
は
大
賛
成
で
す
が
、
速
や

か
な
デ
ー
タ
総
点
検
を
求
め
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
私
の
信
条

「
い
の
ち

子
ど
も

暮
ら
し
を
守

る
。
」
べ
く
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
た
の
が
２
０
０

６
年
７
月
、
29
歳
の
と
き
で
す
。
全

国
各
地
の
先
輩
の
皆
様
か
ら
預
け
て

い
た
だ
い
た
参
議
院
議
員
と
し
て
の

任
期
も
３
期
17
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

私
は
、
先
輩
の
皆
様
と
同
じ
職
場
で

働
い
た
後
輩
の
一
人
と
し
て
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
法
を
扱
う
総
務
委
員
会
で
一
貫
し

て
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。

災
害
対
策
や
物
価
高
騰
対
策
な
ど
、

生
活
に
近
い
政
策
課
題
と
と
も
に
、

し
っ
か
り
取
り
組
む
決
意
で
す
。
私

は
改
め
て
初
心
と
原
点
に
立
ち
返
り
、

使
命
感
と
責
任
感
を
持
っ
て
、
働
け

ば
報
わ
れ
る
社
会
を
、
安
心
し
て
年

を
重
ね
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
つ

く
る
た
め
、
前
を
向
い
て
進
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

参
議
院
議
員
と
し
て
の
活
動
も
、

３
期
14
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の

一
年
間
、
参
議
院
国
会
対
策
委
員
長

筆
頭
代
理
と
し
て
国
会
運
営
の
最
前

線
に
立
つ
と
同
時
に
、
予
算
委
員
会

の
野
党
側
筆
頭
理
事
と
し
て
奮
闘
し

て
き
ま
し
た
。

国
際
情
勢
が
不
安
定
な
今
だ
か
ら

こ
そ
、
日
本
は
平
和
憲
法
の
下
、
不

戦
の
誓
い
と
専
守
防
衛
を
守
り
抜
き
、

平
和
外
交
と
人
権
尊
重
を
徹
底
的
に

追
求
す
る
べ
き
で
す
。
同
時
に
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
社

会
を
取
り
戻
す
た
め
、
労
働
者
保
護

法
制
の
強
化
と
社
会
保
障
制
度
の
再

構
築
、
教
育
や
子
育
て
の
無
償
化
を

進
め
て
少
子
化
と
人
口
減
少
と
地
方

の
過
疎
化
に
歯
止
め
を
か
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
様
が
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を

楽
し
ま
れ
、
ま
た
皆
様
方
が
種
を
蒔

き
豊
か
な
沃
野
に
育
て
て
頂
き
ま
し

た
。
日
本
の
通
信
産
業
を
よ
り
発
展

さ
せ
る
べ
く
、
私
は
今
後
も
よ
り
適

切
な
政
策
の
検
討
、
推
進
に
力
を
尽

く
し
て
参
り
ま
す
。

新
た
な
出
会
い
や
発
見
、
多
く
の

参
加
者
の
皆
さ
ま
と
の
結
束
と
絆
を

一
層
深
め
ら
れ
充
実
し
た
総
会
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
と
活
力

あ
る
長
寿
社
会
の
形
成
の
た
め
に
粉

骨
砕
身
い
た
し
ま
す
。

第２６回総会にあたり、国会議員からのメッセージ

衆議院議員千葉１区
(NTT労組組織内)
たじま 要

衆議院議員宮城１区

(NTT労組組織内)
岡本あき子

参議院議員比例代表

(NTT労組組織内)
吉川 さおり

参議院議員比例代表

(NTT労組組織内)
石橋 みちひろ

参議院議員神奈川

選挙区(NTT労組推薦)

牧山 ひろえ

参議院議員神奈川

選挙区(NTT労組推薦)

水野 もとこ

記念資料展示

５０年以上も前の古い写真・資料を見て懐かし

んでいる人。模造紙に貼った古い写真で知人・同

僚を発見して大喜びする人。とても好評でした。

第２部

アトラクション

「音楽と落語の宅配便」講師：濱乃志隆さん

濱之さんの生ギター１本で古い懐かしい童謡を皆

で歌いました。皆さん童心に戻ったようでした。

第３部

フォトムービー（懇親会会場）

会場では準備が整う前のひと時に活動記録委員

会で作成した過去５年間の退職者の会の行事等を

まとめたフォトムービーが流れ好評でした。

◇ 第三部 懇親会 ◇
１年振りの再会、楽しいひと時 !!

第
３
部
の
懇
親
会
は
徳
永
副

会
長
の
司
会
進
行
で
安
藤
顧
問

に
よ
る
乾
杯
で
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
も
五
類
に
な

り
、
２
０
０
人
以
上
の
人
が
集

ま
り
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
は
ブ
ロ
ッ
ク
別
に

別
れ
立
食
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
「
元

気
だ
っ
た
・
・
・
」
「
お
久
し

ぶ
り
・
・
・
」
「
ど
う
し
て
た
・
・
・
」

と
な
つ
か
し
い
話
や
現
状
報
告

や
ら
楽
し
そ
う
な
話
声
・
笑
い

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
が
、
仲
締
め
を
豊
島

顧
問
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
ま
だ

ま
だ
話
た
り
な
い
様
子
を
残
し

な
が
ら
三
々
五
々
解
散
し
て
い

き
ま
し
た
。

【
栗
林

千
明
】
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今
年
は
例
年
に
な
く
気
温
の
高
い

日
々
が
続
い
て
い
た
が
、
こ
の
日
10

月
25
日
（
水
）
気
温
も
23
度
、
風
も

な
く
爽
や
か
な
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
、

京
急
大
師
線
小
島
新
田
駅
10
時
に
集

合
。
48
名
の
参
加
者
で
多
摩
川
の
土

手
を
歩
き
、
川
崎
キ
ン
グ
ス
カ
イ
フ

ロ
ン
ト
と

羽
田
空
港

を
つ
な
ぐ

ス
カ
イ
ブ

リ
ッ
ジ
に

歩
き
進
め

長
さ
６
７

５
ｍ
の
真

中
で
全
体

写
真
を
撮
っ

た
。
橋
の
右
手
に
は
海
ほ
た
る
、
正

面
は
広
大
な
羽
田
空
港
、
沢
山
の
飛

行
機
、
モ
ノ
レ
ー
ル
、
京
浜
急
行
と

多
種
の
乗
り
物
が
見
ら
れ
る
の
も
楽

し
い
。
遠
く
に
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、

東
京
タ
ワ
ー
を
眺
め
な
が
ら
東
京
都

大
田
区
多
摩
川
の
河
口
の
土
手
を
海

老
取
川
に
架
る
弁
天
橋
の
旧
穴
守
稲

荷
の
大
鳥
居
の
前
で
休
憩
、
全
体
写

真
を
撮
る
。
次
の
目
的
地
穴
守
稲
荷

へ
と
10
分
程
歩
く
。

堤
防
に
空
い
た
穴
が
も
た
ら
す
災

い
か
ら
羽
田
の
土
地
を
守
る
稲
荷
の

神
さ
ま
、
戦
前
は
穴
守
神
社
と
呼
ば

れ
て
い
た
。

羽
田
空
港
に
最
も
近
い
立
地
か
ら

飛
行
機
の
運
航
安
全
、
航
空
安
全
祈

願
神
社
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。

穴
守
稲
荷
で
１

名
の
途
中
参
加
が

あ
り
49
名
で
穴
守

稲
荷
か
ら
羽
田
の

下
町
を
20
分
ほ
ど

歩
き
12
時
20
分
本

日
の
昼
食
休
憩
場

所
で
あ
る
萩
中
公
園
に
着
く
。
ま
た

こ
の
公
園
で
１
名
参
加
者
が
あ
り
本

日
の
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
数
は
50
名

と
な
る
。
広
々
と
し
た
設
備
の
整
っ

た
萩
中
公
園
に
て
一
時
間
休
憩
を
と

り
、
続
い
て
最
後
の
目
的
地
と
な
る
、

大
師
橋
の
た
も
と
に
あ
る
羽
田
神
社

へ
７
分
ほ
ど
で
着
く
。

羽
田
神
社
は
航
空
関
係
の
合
格
祈

願
、
運
航
安
全
祈
願
も
多
い
が
、
こ

こ
は
将
軍
徳
川
家
定
が
、
天
然
痘
の

蔓
延
時
、
病
気
平
癒
祈
願
に
参
詣
し

治
癒
し
た
こ
と
に
よ
り
多
く
の
参
拝

者
が
病
気
平
癒
の
祈
願
も
多
い
。

羽
田
神
社
か
ら
４
名
が
大
師
橋
を

渡
り
川
崎
大
師
へ
と
向
っ
た
。
残
り

46
名
で
12
分
程
歩
き
予
定
よ
り
少
し

早
め
の
２
時
20
分
解
散
と
な
る
。

久
し
ぶ
り
の
東
京
方
面
の
ハ
イ
キ

ン
グ
、
多
勢
の
方
に
参
加
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
月
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
み
か
ん
狩

り
で
と
ん
汁
も
振
舞
わ
れ
ま
す
。
多

勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
長
島

光
江
】

▼
実
家
に
戻
り
二
人
で
農
業

茨
城
県

杉
山

徳
治

実
家
の
茨
城
に
戻
り
８
年
目
に
な

り
現
在
は
妻
と
２
人
農
業
を
し
て
い

ま
す
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
栗
、
銀
杏

の
選
定
・
草
刈
り
・
収
穫
と
忙
し
い

毎
日
で
す
。

▼
温
泉
旅
行
へ

石
川
県

川
端

満

28
日
か
ら
温
泉
旅
行
を
予
定
。
地

域
集
落
協
定
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し

て
細
々
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

▼
茨
城
県

叶
野

毅

通
院
中
の
た
め
欠
席
し
ま
す
。

▼
甲
府
市

松
原

正
俊

ご
苦
労
様
で
す
。
元
気
で
や
っ
て

お
り
ま
す
。

▼
沖
縄
で
南
国
の
生
活

沖
縄
県

風
早

秀
子

思
い
切
っ
て
沖
縄
市
へ
移
住
し
ま

し
た
、
ち
ょ
っ
と
暑
い
け
ど
景
色
も

良
く
便
利
で
南
国
生
活
を
楽
し
ん
で

居
ま
す
。

▼
沖
縄
県

本
村

五
十
男

元
気
で
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

▼
神
社
の
お
祭
り
準
備

前
橋
市

高
橋

務

家
庭
菜
園
を
し
て
い
ま
す
。
最
近

は
神
社
の
秋
祭
り
準
備
と
残
務
整
理

で
忙
し
く
し
て
い
ま
す
。

▼
長
野
県

山
田

担

健
康
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

▼
夏
の
猛
暑
で
体
調
を
く
づ
す

埼
玉
県

山
口

英
子

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
昨
年
夏
と
今
年
の
夏
は
猛
暑
で

し
た
の
で
、
体

調
を
く
づ
し
、

足
も
弱
く
な
り

遠
出
は
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。

▼
足
と
肩
痛

茨
城
県

岩
﨑

信
之

右
足
、
右
肩
に
痛
み
あ
り
、
動
き

困
難
、
海
へ
釣
り
に
行
き
「
痛
発
生
」

▼
埼
玉
県

藤
巻

等

現
在
も
頑
張
っ
て
働
い
て
い
ま
す
。

▼
松
山
市

三
好

洋
仁

健
康
で
楽
し
く
生
活
し
て
い
ま
す
。

▼
車
両
を
軽
に
変
え
快
適

甲
斐
市

青
木

雄
一

元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
は
車
社
会
な
の
で
使
い
勝
手
の
良

い
「
軽
」
に
変
え
て
あ
ち
こ
ち
走
り

回
っ
て
い
ま
す
。

▼
急
に
涼
し
く
な
り
ま
し
た

飯
田
市

中
島

信
行

ご
案
内
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
陰
様
で
元
気
に
し
て
お
り
ま

す
。
夏
の
猛
暑
か
ら
に
わ
か
に
涼
し

く
な
り
、
戸
惑
っ
て
い
ま
す
。
リ
ビ

ン
グ
に
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
き
ま

し
た
。
皆
様
お
元
気
で
。

▼
奈
良
市

阪
井

一
功

元
気
に
く
ら
し
て
い
ま
す
。
遠
方

の
た
め
欠
席
し
ま
す
。

▼
埼
玉
県

大
塚

順
夫

元
気
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

▼
日
立
市

髙
橋

貞
敏

毎
日
元
気
で
ガ
ン
バ
ッ
テ
い
ま
す
。

９
月
29
日
（
金
）
晴
れ
。
天
気
予

報
の
関
係
で
予
備
日
を
使
っ
て
の
実

施
で
す
。
朝
10
時
、
地
下
鉄
北
山
田

駅
に
は
37
名
が
集
合
。
コ
ー
ス
は
、

山
田
富
士
公
園
→
徳
生
公
園
→
大
塚
・

歳
勝
土
（
さ
い
か
ち
ど
）
遺
跡
公
園

（
昼
食
・
休
憩
）
→
茅
ヶ
崎
城
址
公

園
→
せ
せ
ら
ぎ
公
園
→
仲
町
台
駅

（
解
散
）
、
約
９
㌔
の
道
の
り
で
す
。

代
表
よ
り
簡
単
な
挨
拶
・
説
明
の

あ
と
出
発
（
１
名
は
大
塚
遺
跡
公
園

で
一
緒
に
食
事
の
み
希
望
で
一
先
ず

お
別
れ
）
。
最
初
に
北
山
田
駅
か
ら

５
分
の
「
山
田
富
士
公
園
」
へ
。
園

内
に
あ
る
蓮
池
の
花
を
眺
め
た
後
、

公
園
隅
に
あ
る
「
山
田
富
士
」
へ
。

富
士
信
仰
が
盛
ん
だ
っ
た
江
戸
時
代
、

各
地
で
人
工
の
富
士
山
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
山
田
富
士
も
当
時
の
も

の
で
都
筑
区
に
あ
る
他
の
２
つ
と
合

わ
せ
て
「
都
筑
三
富
士
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
百
数
十
段
の
階
段
を
上

り
頂
に
立
つ
と
眼
下
に
絶
景
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
富
士
山
を
模
し
て
作
っ

た
頂
は
、
中
央
が
少
し
凹
ん
だ
火
口
、

そ

れ

を

囲

む

お

鉢

巡

り

の

道

。

頂

上

で

記

念

撮

影

後

上

り

以

上

に

注

意

し

な

が

ら

下

山
。

次
は
ほ
と
ん
ど
フ
ラ
ッ
ト
の
道
を
歩

い
て
「
徳
生
公
園
」
へ
。
木
洩
れ
日

の
中
、
道
の
脇
を
流
れ
る
せ
せ
ら
ぎ

の
音
や
赤
や
白
の
彼
岸
花
に
秋
の
気

配
を
感
じ
な
が
ら
15
分
。
公
園
中
央

に
大
き
な
池
が
あ
り
ま
す
。
続
い
て

遊
歩
道
を
20
分
程
歩
い
て
国
指
定
史

跡
で
あ
る
２
０
０
０
年
以
上
前
の
弥

生
時
代
遺
跡
を
再
現
し
た
「
大
塚
・

歳
勝
土
遺
跡
公
園
」
に
到
着
。
出
発

地
で
別
れ
た

１
名
と
無
事

合
流
。
藁
ぶ

き
屋
根
で
再

現
さ
れ
た
古

代
の
住
居
を

バ
ッ
ク
に
集

合
写
真
を
撮

影
後
、
公
園

内
に
思
い
思

い
に
広
が
っ

て
１
時
間
の
昼
食
・
休
憩
後
、
午
後

の
ハ
イ
キ
ン
グ
開
始
。
公
園
出
口
で

参
加
者
１
名
と
お
別
れ
し
次
の
「
茅
ヶ

崎
城
址
公
園
」
に
向
か
い
ま
す
。
住

宅
街
を
通
り
15
分
程
で
到
着
。
茅
ヶ

崎
城
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
よ
う
で

す
が
戦
国
時
代
の
城
跡
で
徳
川
家
康

の
時
代
に
廃
城
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

最
後
は
茅
ヶ
崎
公
園
を
素
通
り
し
て

進
み
続
け
る
こ
と
30
分
。
最
終
目
的

地
の
「
せ
せ
ら
ぎ
公
園
」
に
到
着
。

公
園
で
集
合
写
真
を
撮
影
後
、
最
寄

り
駅
で
あ
る
仲
町
台
駅
に
向
か
い
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
疲
れ

様
で
し
た
。

【
土
屋

ま
ち
江
】

▼
今
は
リ
ハ
ビ
リ
中

山
梨
県

山
本

一
彦

指
の
手
術
を
し
、
脚
の
切
断
を
し

た
た
め
、
退
院
後
リ
ハ
ビ
リ
に
通
っ

て
い
ま
す
。
他
は
健
康
な
の
で
す
が
、

こ
の
件
に
掛
か
り
き
り
で
す
。

▼
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
の
発
展
を

奄
美
大
島
市

屋
村

賢
良

第
26
回
総
会
開
催

の
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
当
方
元
気

で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
、
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
神

奈
川
退
職
者
の
会
」
の
益
々
の
ご
発

展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
埼
玉
県

高
橋

常
勇

元
気
に
し
て
い
ま
す
。

▼
体
調
を
崩
す

千
葉
県

内
田

守

主
人
は
、
た
だ
今
、
体
調
悪
く
入

院
を
し
て
お
り
ま
す
。
（
代
筆
：
妻
）

▼
名
古
屋
市

田
邉

元
就

県
外
在
住
の
た
め
出
席
で
き
ま
せ

ん
の
で
欠
席
し
ま
す
。
ご
盛
会
を
お

祈
り
し
ま
す
。

▼
埼
玉
県

中
澤

隆

元
気
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

▼
毎
日
海
を
見
な
が
ら

千
葉
県
鴨
川
市

白
山

雄
司

鴨
川
の
海
を
見
な
が
ら
毎
日
を
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。
交
通
の
不
便
な

所
で
す
。
又
交
通
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

で
病
院
に
通
っ
て
い
ま
す
。
幹
事
の

皆
様
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
実
家
に
帰
っ
て
10
年

青
森
市

工
藤

好
男

実
家
の
あ
る
青
森
に
帰
郷
し
て
10

年
に
な
り
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず
一
人

暮
ら
し
で
す
が
病
気
を
患
う
こ
と
も

な
く
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

▼
脳
梗
塞
で
リ
ハ
ビ
リ
中

鳥
取
市

田
中

耕
一

脳
梗
塞
に
な
っ
た
が
リ
ハ
ビ
リ
中

右
手
不
自
由
に
な
っ
た
為
甥
に
代
筆

▼
た
ん
ぼ
、
畑
で
元
気
に

高
崎
市

増
田

起
男

高
崎
の
町
で
田
ん
ぼ
、
畑
等
で
生

活
し
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
元
気

し
て
い
ま
す
。

▼
茨
城
県

茅
根

勤

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私

事
、
目
の
病
気
で
５
年
前
に
免
許
返

納
現
在
、
車
イ
ス
で
人
工
透
析
に
通
っ

て
い
る
為
欠
席
し
ま
す
。

▼
も
う
少
し
人
生
を
楽
し
む

竜
ヶ
崎
市

西
塚

公
雄

21
年
８
月
に
す
い
臓
が
ん
と
胃
が

ん
の
手
術
を
し
、
療
養
中
の
と
こ
ろ

23
年
９
月
15
日
手
術
が
無
事
終
わ
り

現
在
治
療
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
御

年
81
歳
も
う
少
し
人
生
を
楽
し
み
ま

す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

▼
移
住
し
て
９
年

栃
木
県

鈴
木

慶
親

元
気
に
し
て
い
ま
す
。
栃
木
に
移

住
し
て
９
年
目
に
な
り
ま
す
。
昨
年

愛
犬
が
18
才
で
亡
く
な
り
、
少
し
寂

し
い
で
す
が
妻
と
２
人
で
の
ん
び
り

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

▼
茨
城
県

大
貫

博
世

年
齢
と
と
も
に
病
院
行
き
が
多
く

な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

参加者５０名 参加者３７名

初
コ
ー
ス
・
秋
の
気
配
を
感
じ
な
が
ら

豊
か
な
自
然
と
遺
跡
を
楽
し
む

都
筑
区
水
と
緑
の

公
園
巡
り

《
ハ
イ
キ
ン
グ
９
月
例
会
》

羽
田
の
地
を
護
る
、
今
と
昔
を
訪
ね
て

《
ハ
イ
キ
ン
グ
10
月
例
会
》

多
摩
川
ス
カ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

歩
き

近
況
報
告

『
県
外
編
』
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８
月
30
日
写
真
サ
ー
ク
ル
の
学
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
９

年
８
月
28
日
い
ら
い
、
実
に
４
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
猛
暑
の
中
、

21
名
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

過
去
の
学
習
会
に
20
名
を
超
え
る
参

加
記
録
は
な
く
初
め
て
の
よ
う
で
す
。

そ
の
内
、
女
性
５
名
の
参
加
は
、
大

い
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
今
回
の

学
習
会
の
場
所
は
趣
向
を
凝
ら
し
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
神
奈
川
労
組
内
の
会
議
室
に

て
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
叶
代
表
の

挨
拶
の
あ
と
本
日
の
日
程
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
早
速
、
テ
ー
マ
で
あ
る

「
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
」
写
真
サ
ー

ク
ル
会
員
の
近
藤
康
男
さ
ん
か
ら
講

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
話

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｓ
Ｄ
メ
モ
リ
カ
ー
ド
の
種
類
に
つ
い

て
、
バ
ス
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
ス
ピ
ー

ド
に
つ
い
て
①
Ｕ
Ｈ
Ｓ
ス
ピ
ー
ド
ク

ラ
ス
②
Ｓ
Ｄ
ス
ピ
ー
ド
ク
ラ
ス
③
転

送
（
読
み
取
り
・
書
き
込
み
）
の
速

度
に
つ
い
て
④
記
憶
容
量
に
つ
い
て

各
項
目
に
つ
い
て
、
事
細
か
な
説

明
を
聞
き
大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
。

〈
写
真
撮
影
時
に
関
す
る
質
問
等
出

た
こ
と
ば
〉

＊
出
展
な
ど
へ
提
出
す
る
人
物
写

真
は
相
手
方
の
了
解
を
得
る
こ
と
が

の
ぞ
ま
し
い
。

＊
撮
影
時
に
「
絞
り
」
優
先
か

「
シ
ャ
ッ
タ
ー
速
度
」
優
先
か
の
意

見
が
数
多
く
出
ま
し
た
。

＊
注
意
事
項
と
し
て
、
メ
モ
リ
カ
ー

ド
は
静
電
気
に
非
常
に
弱
い
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

講
話
が
終
わ
り
休
憩
に
入
り
、
持

参
し
た
写
真
を
机
に
並
べ
、
散
策
し

た
時
に
撮
影
し
た
写
真
・
決
定
的
な

場
所
・
時
間
等
を
設
定
し
シ
ャ
ッ
タ
ー

チ
ャ
ン
ス
に
合
わ
せ
撮
影
し
た
写
真

な
ど
、
実
に
見
ご
た
え
の
あ
る
写
真

が
勢
揃
い
、
撮
影
者
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

時
の
心
境
の
お
話
が
聞
け
る
こ
と
が

待
ち
遠
し
い
で
す
。
机
に
並
べ
ら
れ

て
い
る
素
晴
ら
し
い
写
真
を
眺
め
な

が
ら
観
察
し
て
い
る
と
、
撮
影
者
本

人
が
補
足
説
明
を
し
て
く
れ
る
。
撮

影
し
た
時
の
、
心
境
、
閲
覧
し
て
く

れ
る
方
へ
何
を
伝
え
た
い
か
、
時
間

や
撮
影
チ
ャ
ン
ス
な
ど
、
マ
ニ
ア
ッ

ク
な
方
に
は
た
ま
ら
な
い
話
ば
か
り

で
す
。
や
は
り
、
こ
の
よ
う
な
意
見

交
換
場
所
に
は
花
が
咲
き
、
盛
り
上

が
り
、
中
々
話
が
尽
き
ま
せ
ん
。

一
段
落
後
、
叶
代
表
か
ら
の
９
月

の
撮
影
会
の
コ
ス
モ
ス
・
ポ
ピ
ー
で

知
ら
れ
る
「
く
り
は
ま
花
の
国
」
の

最
新
情
報
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
こ
最
近
は
連
作
の
せ
い
か
、

花
の
咲
き
状
態
が
悪
く
「
く
り
は
ま

花
（
な
し
）
の
国
」
を
覚
悟
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
ほ
ど
な
く
定
刻
時
間
と
な
り
、

代
表
の
閉
会
の
挨
拶
で
終
了
と
な
り

ま
し
た
。
暑
い
中
参
加
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
大
内

栄
】

２
０
２
３
年
９
月
19
日
（
火
）
文

京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「
生
き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
を
つ
く
ろ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
開
催
さ
れ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

「
創
作
和
太
鼓
」
暁
鼓
遊
（
あ
か
つ

き
こ
ゆ
う
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る
太
鼓

の
演
奏
が
あ
り
、
観
客
は
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
者
の
会
か
ら

は
神
奈
川
支
部
協
の
も
と
（
20
名
＋

シ
ニ
ア
連
合
２
名
）
22
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

人
見
一
夫
退
職
者
連
盟
会
長
あ
い

さ
つ
に
始
ま
り
、
来
賓
の
立
憲
民
主

党
企
業
団
体
交
流
委
員
会
・
大
島
敦

委
員
長
、
国
民
民
主
党
・
玉
木
雄
一

郎
代
表
、
社
会
民
主
党
・
福
島
み
ず

ほ
党
首
の

来
賓
挨
拶

が
あ
り
ま

し
た
。

令
和
５
年

度
「
ビ
ジ

ネ
ス
ラ
イ

フ
実
践
事
例
及
び
社
会
参
加
活
動
事

例
」
で
長
崎
県
「
諫
早
ぺ
ン
ギ
ン
ク

ラ
ブ
」
池
田
敦
様
・
博
子
様
ご
夫
妻

は
、
平
成
14
年
よ
り
知
的
障
が
い
者

の
子
ど
も
た
ち
に
水
泳
指
導
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
一
般
財
団
法
人
日

本
総
合
研

究
所
会
長
、

多
摩
大
学

学
長
、
寺

島
実
郎
氏

に

よ

る

「
世
界
の

構
造
化
と

日
本
の
未

来
」
（
高

齢
化
社
会

工
学
）
と

は
何
か
の

話
を
伺
い
ま
し
た
。
集
会
ア
ピ
ー
ル

を
採
択
し
た
の
ち
人
見
会
長
に
よ
る

「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
で
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

【
神
子

明
美
】

第
24
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
10

月
17
日(

火)

開
成
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
23
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会(

5
月)

は
雨
の
た
め
中
止
で
し
た
が
、
今
回

は
天
候
に
恵
ま
れ
爽
や
か
な
ゴ
ル
フ

日
和
の
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
2
名
欠
席
が
あ
り
参
加
人
数

は
22

名
で

し
た
。

7
班
に

分
か
れ
午

後
1
時
30

分
、
ア
ジ

サ
イ
コ
ー
ス
と
シ
イ
ガ
シ
コ
ー
ス
に

分
か
れ
大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
よ
く
手
入
れ
が
さ
れ
て
い

て
グ
リ
ー
ン
が
映
え
コ
ン
デ
イ
シ
ョ

ン
は
最
高
で
し
た
の
で
、
い
い
ス
コ

ア
が
で
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
。
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
の
歓
声
が
あ
が
り
、
シ
イ
ガ

シ
コ
ー
ス
7
番
で
3
人
が
ア
ジ
サ
イ

コ
ー
ス
8
番
で
1
人
が
達
成
し
ま
し

た
。
栗
原
勇
明
、
高
木
武
、
高
瀬
博

文
、
石
川
雄
二
さ
ん
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
大
会
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
が
何
人
も
出
る
の
は
め
っ
た
に
な

い
こ
と
で
す
。
今
回
の
優
勝
は
栗
原

勇
明
さ
ん
、
2
位
中
田
定
男
さ
ん
、

3
位
田
村
悦
子
さ
ん
で
し
た
。
ハ
ン

デ
に
恵
ま
れ
た
の
か
な
？

次
回
は

誰
が
優
勝
す
る
か
楽
し
み
で
す
。
ま

た
、
い
っ
ぱ
い
た
た
い
て
、
運
動
不

足
の
解
消
に
な
っ
た
人
も
い
た
よ
う

で
す
。
全
員
で
記
念
写
真
を
撮
り
、

解
散
と
な
り
ま
し
た
。
懇
親
会
は
駅

前
の
食
堂
で
15
名
に
よ
り
懇
親
を
深

め
ま
し
た
。
皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。《

追
記

》

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
昭
和
58
年
、

北
海
道
十
勝
管
内
幕
別
町
で
「
誰
で

も
気
軽
に
、
幅
広
い
年
代
の
人
た
ち

が
公
園
で
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
」
と
い
う
こ
と
で
考
え
出
さ
れ
た

も
の
で
。
公
園(
p
a
r
k)

で
遊
ぶ

ゴ
ル
フ(

g
o
l
f)
だ
か
ら
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
、
な
の
だ
そ
う
で
す
。
先
に

出
来
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
参
考

に
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
を
や
っ
た

こ
と
の
な
い
人
も
ゴ
ル
フ
気
分
と
楽

し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た

運
動
不
足
解
消
に
良
い
と
思
い
ま
す
。

【
松
本

健
一
】

連
日
の
酷
暑
が
一
息
つ
き
か
け
た

９
月
20
日
（
水
）
下
見
を
行
っ
た
黒

金
幹
事
か
ら
撮
影
会
場
ま
で
の
ル
ー

ト
説
明
と
花
の
国
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト

の
紹
介
説
明
を
行
っ
た
後
に
出
発
。

京
急
久
里
浜
駅
を
出
発
し
て
約
５

分
、
花
の
国
へ
の
ル
ー
ト
上
に
鎮
座

す
る
、
地
元
で
は
横
須
賀
の
天
神
さ

ん
、
久
里
浜
の
天
神
さ
ん
、
内
川
の

天
神
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
、

学
業
成
就
・
技
芸
上
達
・
諸
願
成
就

ぼ
け
封
じ
な
ど
に
ご
利
益
が
あ
る
と

さ
れ
る
「
久
里
浜
天
神
社
」
に
到
着

で
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
代
わ
る
代
わ

る
御
神
牛
を
撫
で
て
ぼ
け
封
じ
と
撮

影
技
術
の
上
達
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

天
神
社
を
後
に
し
て
歩
く
こ
と
約

10
分
余
、
本
日
の
会
場
で
あ
る
「
く

り
は
ま
花
の
国
」
に
到
着
で
す
。

朝
方
涼
し
か
っ
た
気
候
も
花
の
国

の
メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
に
到
着
し
た
頃
に

は
30
度
越
え
の
猛
暑
に
。
た
ま
ら
ず

メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
先
に
あ
る
陸
橋
下
の

日
陰
に
全
員
避
難
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
ほ
お
張
っ
た
り
水
道
の
水
で
顔

を
洗
っ
た
り
し
て
、
し
ば
し
涼
を
と
っ

て
か
ら
の
撮
影
会
と
な
り
ま
し
た
。

撮
影
会
は
、
陸
橋
か
ら
な
だ
ら
か

な
上
り
坂
に
な
っ
た
ポ
ピ
ー
・
コ
ス

モ
ス
園
を
主
会
場
に
、
主
に
コ
ス
モ

ス
を
中
心
と
し
た
草
花
の
撮
影
で
す
。

花
の
国
で
は
９
月
９
日
（
土
）
～

10
月
29
日
（
日
）
の
期
間
で
コ
ス
モ

ス
ま
つ
り
が
開
催
中
で
、
1
0
0
万

本
の
コ
ス
モ
ス
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
・
・
・

筈
で
し
た
が
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
コ
ス

モ
ス
畑
２
区
画
は
ほ
ぼ
満
開
で
、
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
も

咲
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
先
の
広

大
な
コ
ス
モ
ス
畑
は
、
開
花
時
期
の

調
整
の
た
め
か
未
だ
に
新
芽
も
で
て

い
な
い
土
壌
の
ま
ま
の
状
態
で
す
。

参
加
者
の
う
ち
の
数
名
は
、
新
た

な
撮
影
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
求
め
て
フ
ラ

ワ
ー
ト
レ
イ
ン
で
遊
覧
に
出
発
。
因

み
に
、
現
在
開
花
中
の
花
は
、
キ
バ

ナ
コ
ス
モ
ス
、
百
日
草
、
セ
ン
ニ
ン

ソ
ウ
（
白
い
花
）
、
マ
リ
マ
ツ
リ

（
ブ
ル
ー
の
花
）
、
ク
ズ
の
花
（
ピ

ン
ク
）
、
ひ
ま
わ
り
、
ア
ポ
ロ
ン

（
ひ
ま
わ
り
）
、
コ
エ
ビ
ソ
ウ
、
ト

ケ
イ
ソ
ウ
、
ア
ジ
サ
イ
な
ど
で
す
。

昼
食
の
時
間
に
な
り
サ
ー
ク
ル
幹

事
が
か
ね
て
か
ら
予
定
し
て
い
た
お

寿
司
屋
さ
ん
を
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た

と
こ
ろ
、
全
員
で
一
緒
に
食
事
を
し

た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
「
久
里

浜
名
所
・
ひ
さ
ご
寿
司
」
へ
。

写
真
サ
ー
ク
ル
年
間
計
画
の
ご
案

内
で
は
、
撮
影
会
終
了
後
の
懇
親
会

は
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

思
わ
ぬ
こ
と
で
昼
食
を
囲
ん
で
の
懇

親
会
と
な
り
、
各
自
の
自
己
紹
介
に

続
い
て
サ
ー
ク
ル
へ
の
入
会
の
き
っ

か
け
や
撮
影
会
に
寄
せ
る
思
い
な
ど

を
語
り
合
い
、
和
や
か
な
う
ち
に
第

３
回
の
撮
影
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

【
叶

森
統
】

２
０
２
３
年

全
国
高
齢
者
集
会

第24回

パ
ー
ク

ゴ
ル
フ

大
会

文京シビックセンター

全国から集まったシニア連合

４
年
ぶ
り

学
習
会

写真
サークル第三回撮影会

く
り
は
ま
花
の
国
で

コ
ス
モ
ス
を
愛
で
る
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《
寄
贈
者
10
月
20
日
現
在
》

・
石
倉

和
義
さ
ん

・
田
村

悦
子
さ
ん

・
立
花

淑
人
さ
ん

・
羽
豆

美
子
さ
ん

・
新
井

陽
太
郎
さ
ん

地
植
え
の
ひ
ま
わ
り
は
、
苗
の
植

え
付
け
直
後
以
外
は
水
や
り
は
雨
に

ま
か
せ
ま
し
ょ
う
。
鉢
植
え
の
ひ
ま

わ
り
は
、
鉢
の
表
面
の
土
が
乾
い
た

ら
た
っ
ぷ
り
と
水
を
与
え
ま
す
。
い

つ
も
じ
め
じ
め
し
て
い
る
の
を
嫌
う

の
で
、
水
の
や
り
す
ぎ
に
は
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
地
植
え
は
、
ひ
ま
わ
り

以
外
の
草
花
が
き
れ
い
に
咲
い
て
い

る
土
で
あ
れ
ば
、
無
肥
料
で
も
育
つ

場
合
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
鉢
植
え

の
場
合
は
、
限
ら
れ
た
土
で
栽
培
す

る
た
め
、
追
肥
が
必
要
な
場
合
が
多

い
の
で
、
花
つ
き
、
葉
の
色
つ
や
な

ど
を
見
な
が
ら
、
様
子
を
見
て
追
肥

し
ま
し
ょ
う
。
ひ
ま
わ
り
は
、
花
が

終
わ
る
と
花
び
ら
が
落
ち
て
、
萎
れ

た
状
態
に
な
り
ま
す
。
こ
の
中
心
部

分
が
時
間
を
か
け
て
種
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
ひ
ま
わ
り
の
種
は
、
開
花

後
、
約
1.5
ヶ
月
～
２
ヶ
月
か
け
て
種

に
な
り
ま
す
。
花
び
ら
が
落
ち
て
す

ぐ
は
、
種
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
状

態
で
す
。
葉
っ
ぱ
が
次
第
に
枯
れ
て

き
て
、
花
首
が
徐
々
に
下
を
向
い
て

き
た
ら
種
が
で
き
始
め
て
い
る
合
図

で
す
。

色
は
最
初
の
頃
の
色
よ
り
黒
っ
ぽ

く
な
り
、
固
く
な
っ
て
き
た
ら
花
茎

ご
と
収
穫
し
て
数
日
間
天
日
干
し
を

し
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

10
月
２
日
、
横
浜
駅
東
口
・
崎
陽

軒
本
店
前
に
41
名
が
集
合
し
ま
し
た
。

８
時
45
分
に
出
発
。
首
都
高
速
か
ら

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
で
館
山
道
に
入
り
、

最
初
の
休
憩
場
所
、
「
道
の
駅
四
季

の
蔵
」
で
ト
イ
レ
に
行
く
方
、
地
場

名
産
を
見
学
の
方
、
新
鮮
な
野
菜
を

購
入
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

次
は
「
は
ち
み
つ
工
房
」
の
見
学
。

ま
ず
は
、
施
設
の
説
明
を
聞
き
ま
す
。

実
際
に
蜂
蜜
を
遠
心
分
離
機
で
蜂
蜜

が
出
来
る
ま
で
の
実
演
を
見
学
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
各
種
蜂
蜜
を
試
食
し
、

ミ
ー
ド
酒
（
蜂
蜜
酒
）
も
各
種
試
飲

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
甘
く
て

炭
酸
入
り
で
大
変
美
味
し
く
、
自
分

好
み
で
も
あ
り
、
ザ
ク
ロ
の
ミ
ー
ド

酒
を
購
入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

次
の
見
学
は
待
ち
に
待
っ
た
酒
蔵
、

「
酒
巧
み
の
館
」
で
す
。
純
米
酒
、

大
吟
醸
等
各
種
試
飲
し
ま
し
た
。

入
館
入
口
最

初
に
展
示
し
て

あ
る
社
長
賞
の

大
吟
醸
が
大
変

美
味
で
し
た
。

値
段
も
ピ
カ
一
高
価
で
す
。
試
食
の

小
さ
な
カ
ッ
プ
に
並
々
注
い
で
全
種

飲
飲
し
て
酔
っ
払
っ
た
方
も
い
た
よ

う
で
す
。
次
は
「
カ
ス
テ
ラ
工
房
」

の
見
学
で

す
。
各
種

カ
ス
テ
ラ

の
小
片
を

紙
コ
ッ
プ

に
用
意
し

て
有
り
自

分
は
試
食

し
て
し
ま

い
ま
し
た

が
、
中
に

は
昼
食
の
「
漁
師
料
理
」
（
海
鮮
食

べ
放
題
）
で
試
食
を
控
え
持
ち
帰
る

方
も
い
ま
し
た
。

次
に
、
本
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

「
漁
師
料
理
」
は
多
少
遅
い
昼
食
と

な
り
ま
し
た
が
、
シ
ニ
ア
連
合
鈴
木

会
長
の
乾
杯
音
頭
で
食
べ
放
題
１
時

間
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
サ

ザ
エ
の
つ
ぼ
焼
き
、
ホ
タ
テ
の
殻
焼

き
、
サ
バ
の
干
物
焼
き
、
ハ
マ
グ
リ

焼
き
、
牡
蠣
殻
焼
き
、
肉
野
菜
、
ソ

フ
ト
ド
リ
ン
ク
、
デ
ザ
ー
ト
と
種
類

が
豊
富
で
し
た
。

貝
が
開
く
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、

つ
ぼ
焼
き
時
に
吹
き
だ
し
た
熱
い
汁

が
頭
か
ら
衣
服
に
か
か
っ
た
方
も
い

ま
し
た
。
食
事
す
る
前
に
説
明
（
貝

を
焼
く
と
爆
発
す
る
）
が
あ
り
ま
し

た
が
、
実
際
に
再
現
さ
れ
ビ
ッ
ク
リ

し
ま
し
た
。
中
で
も
サ
ザ
エ
つ
ぼ
焼

き
10
個
、
ホ
タ
テ
6
個
を
食
べ
た
方

も
い
る
と
後
で
聞
き
ま
し
た
。

楽
し
く
美
味
し
い
、
た
べ
放
題
の

時
間
は
あ
っ
と
言
う
ま
に
時
間
が
き

て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
腹
は
満
腹
で

す
。帰

路
は
、
金
谷
港
か
ら
東
京
湾
フ
ェ

リ
ー
の
久
里
浜
港
着
、
久
里
浜
で
帰

路
に
就
く
方
数
名
の
方
は
こ
こ
久
里

浜
で
解
散
宣
言
し
ま
し
た
。

多
数
の
方
は
、
朝
の
集
合
場
所
横

浜
ま
で
、
横
浜
横
須
賀
道
路
、
首
都

高
速
で
17
時
頃
に
多
少
早
く
無
事
帰

着
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
参
加
さ
れ
た
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
楽
し
い
一
日
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

【
栗
原

勇
明
】

②
朝
夕
の
野
菜
サ
ラ
ダ

料
理
の
内
容
に
移
る
前
に
私
の
毎

日
の
食
事
パ
タ
ー
ン
を
書
い
て
お
き

ま
す
、
朝
夕
に
大
き
め
の
深
皿
に
い
っ

ぱ
い
の
野
菜
サ
ラ
ダ
「
一
食
二
〇
〇

ｇ
位
」
を
夕
方
に
翌
朝
の
分
と
二
杯

作
り
ま
す
。
こ
れ
を
食
べ
て
か
ら
普

通
の
食
事
を
食
べ
ま
す
。
先
に
野
菜

を
食
べ
た
ほ
う
が
食
後
血
糖
値
を
上

げ
に
く
い
と
言
う
こ
と
を
守
っ
て
い

ま
す
。

後
は
キ
ャ
ベ
ツ
の
酢
漬
け
・
野
菜

（
大
根
・
人
参
・
玉
ね
ぎ
な
ど
）
を

作
り
置
き
し
常
備
菜
に
し
て
い
ま
す
。

ご
飯
は
三
合
炊
い
て
ラ
ッ
プ
で
一
二

個
に
小
分
け
し
て
冷
凍
し
て
お
き
一

個
ず
つ
解
凍
し
て
食
べ
ま
す
（
一
回

八
〇
ｇ
く
ら
い
）

一
人
暮
ら
し
に
な
っ
て
焼
き
肉
の
た

れ
を
よ
く
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
、

今
は
醤
油
を
ほ
と
ん
ど
使
い
ま
せ
ん
、

キ
ャ
ン
プ
の
人
た
ち
が
よ
く
使
う
万

能
調
味
料
も
便
利
で
す
。
分
量
が
少
々

い
い
加
減
で
も
大
丈
夫
で
す
。

ま
だ
前
置
き
で
書
き
た
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
こ
れ
で
は
つ
ま
ら
な
い
で

し
ょ
う
か
ら
次
回
か
ら
何
か
料
理
の

よ
う
な
も
の
を
紹
介
し
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
。
初
回
は
「
ハ
ヤ
ト
ウ
リ
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

写
真
は
朝
晩
食
べ
て
い
る
野
菜
サ
ラ

ダ
で
す
。横

須
賀
市

福
島

英
雄

交
換
手
採
用
の
私
は
３
ケ
月
の
訓
練

で
交
換
手
の
イ
ロ
ハ
を
教
わ
っ
た
。
現

場
で
は
交
換
手
と
し
て
交
換
台
に
着
席

し
て
対
応
し
た
が
、
理
不
尽
な
客
で
も

口
答
え
せ
ず
対
応
す
る
よ
う
指
導
が
あ
っ

た
。当

時

は

ま

だ

お

酒

が

飲

め

な

い

年

齢

で

、

ス

ト

レ

ス

の

発

散

は

ア

ク

シ

ョ

ン

映

画

を

よ

く

観

て
い
た
。

現
在

は
テ
レ

ビ
っ
子

で
懐
か

し
い
映

画
が
あ

る
と
、

近
々
寝

た
き
り

の
生
活

を
想
定

し
て
Ｄ

Ｖ
Ｄ
化
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
の
水
際
対
策
緩
和
に
な
っ

た
の
で
、
「
脚
本
家

黒
澤
明
」
展
が

銀
座
で
開
催
し
て
い
た
の
で
久
し
ぶ
り

に
外
出
し
た
。
「
七
人
の
侍
」
を
は
じ

め
名
作
の
ポ
ス
タ
ー
や
脚
本
・
・
撮
影

機
材
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

暖
か
な
晴
れ
た
日
で
銀
座
を
散
策
し

な
が
ら
皇
居
に
行
く
が
、
数
多
く
の
観

光
バ
ス
が
駐
車
し
て
外
国
人
な
ど
観
光

客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

横
須
賀
市

鈴
木

伸
介

ふくちゃんの・・
とんでも料理

伸
さ
ん
の

ひ
と
り
ご
と

一
交
換
業
務
の
ス
ト
レ
ス
解
消
に

映
画
や
銀
座
を
散
策
！

その２

ひ
ま
わ
り
の
種
を
寄
贈

10
月
20
日
（
金
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
神
奈
川
県
支
部
協
議
会
の
事
務

所
に
お
い
て
、
退
職
者
の
会
会
員
（
寄
贈
者
名
は
別
記
）
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

「
ひ
ま
わ
り
の
種
４
・
４
kg
」
が
新
井
会
長
、
杉
本
事
務
局
長
か
ら
テ
ル
ウ
ェ

ル
東
日
本
共
通
業
務
サ
ポ
ー
ト
担
当
・
望
月
担
当
課
長
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

【
後
藤

豊
】

新井会長・杉本事務局長から
望月課長へ寄贈されました

８０歳以上会員宅訪問の取り組みについて

８０歳以上会員宅訪問活動の取り組みについて

本年の会員宅訪問活動は「８０歳を迎えた会員」「８５歳・９０歳の節目を迎えた会員」とし

それ以外の県外在住会員、訪問を辞退する会員についてはメッセージと粗品を郵送する

粗品の内容①退職者の会特製タオル ②儀式サービスノベルティ マルチオープナー

８０歳以上会員数 ２０２３年６月３０日現在から９月３０日基準で算出訪問期間（対象１８８名）

期 間 準備が整い次第～１０月２７日（金）まで

第
30
回

囲
碁
・
将
棋
大
会

囲
碁
・
将
棋
サ
ー
ク
ル
で
は
10
月
21
日
（
土
曜
日
）

に
「
第
30
回
囲
碁
大
会
」
を
横
浜
北
ビ
ル
（
退
職
者

サ
ロ
ン
）
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
10
名
の
参

加
者
が
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

今
大
会
の
結
果
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

な
お
、

今
回
の

将
棋
大

会
は
、

参
加
者
が
２
名
だ
っ
た
た

め
、
交
流
会
と
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

【
栗
原

勇
明
】

Ａ
チ
ー
ム

優

勝

佐
藤

敏
郎
さ
ん

準
優
勝

金
田

辰
夫
さ
ん

Ｂ
チ
ー
ム

優

勝

根
岸

聖
さ
ん

準
優
勝

浅
賀

準
一
さ
ん

朝夕の野菜サラダ

シ
ニ
ア
視
察
バ
ス
旅
行
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２０２４年新年号
１面へ掲掲します

ボランティア『ちいさな愛の会』
NTT労組退職者の会神奈川県支部協議会の有志で構成しているボランティア

組織です。会員相互の「助け合い活動」として草むしりなど庭の手入れを中心

に簡単な清掃作業をおこなています。

除草作業等でお困りの方、ぜひ支部協までご相談下さい。

ご希望に応じられない場合もあります。

０４５－２６２－８７５０

簡易な除草作業 小荷物・鉢移動

NTT労組退職者の会神奈川県支部協福利厚生サービス

『(株)全国儀式サービス』に終活サービスが始まる

この度、神奈川県支部協議会が契約している（株）全儀式サービス新サービス

として、「家族のための生前整理・遺品整理」「家族のための相続手続」が追

加されました。会員の皆さんやご家族の方はご利用できます。また、新たな会

費や制度加入手続は不要です

ご家族に代わって、お部屋の片づけ

のお手伝いや、思い出の品の整理から

お部屋の清掃まで真心をこめて対応し

ます。ご相談・お見積りは無料で承り

ます。

相続手続きには１０ヶ月という期

限があります。不動産・預貯金・名義

変更など、相続について不安や疑問が

ありましたらお気軽にお問い合わせく

ださい。

N E W N E W家族のための 家族のための

相続手続生前整理・遺品整理

お問い合わせは０１２０-２０４-１２２

法 律 相
談

１．ＮＴＴ労組は、全国６１名の弁護士と顧問契約

を結び、日常のいかなる法律相談にも対応できる

よう、県グループ連絡会単位に配置しています。

対象はＮＴＴ労組組合員、退職者の会会員及びそ

の家族となっています。

２．相談に要する費用は不要ですが、実際に事案解

決のため、弁護士に仕事を依頼する際は相応の報酬が必要となります。

法律相談を希望する場合は

ＮＴＴ労組退職者の会神奈川県支部協議会

横浜市中区長者町５－６０

０４５－２６２－８７５０

採用させていただく写真は、紙面掲載

スペースの関係から編集させていただき

ます。写真愛好家の皆さん応募をお待ち

しております。

締め切り：２０２４年１月１０日まで

〒231-0033 横浜市中区長者町５-60

NTT労組退職者の会 神奈川県支部協議会編集委員係 へ郵送または、メールにて

e-mail taisyokusyakai@bz01.plala.or.jp

それぞれの応募にて掲載に採用させていただいた場合は、粗品を進呈いたします。

先日「ふくらはぎマッサージ健康法に

ついて」テレビ放映がありました。ふく

らはぎは人間の全ての活動をコントロー

ルする重要な器官となっていることから、

ふくらはぎの状態と全身の健康状態に相

関関係があるとのことです。

ふくらはぎの状態で病気を診断する判

断材料(素人は難しいのですが、主に、脳

卒中の場合は右足に、心臓病の場合は左

足に症状が表れる)にはなるとのことです。

役目を終えた下半身の血液(心臓から下

へ身体全体の８０％の血液が流れる)を心

臓へ送り返す役割をするふくらはぎは、

第二の心臓と言われていますが、年齢と

ともにふくらはぎに血液が滞るようにな

ると心臓に大きな負担がかかることにな

ります。

ふくらはぎにむくみがあると夜中に寝

ている時に重力の抵抗が少なくなり心臓

へ一気に血液が戻ることになるため、就

寝中に心臓へ負担がかかり痛みが生じた

り、血液の汚れが尿へ多く排出されるこ

とから、夜中のトイレの回数も多く(男性

は前立腺肥大症等の場合もある)なります。

従って、就寝の３時間位前にふくらは

ぎマッサージを行うと、就寝前に汚れた

血液が心臓へ送り返されてふくらはぎの

むくみが無くなると同時に、就寝中の胸

の痛みやトイレ回数を就寝前に解消する

ことが出来るとのことです。

硬かったり冷たかったり弾力が失われ

ていたりするふくらぎは、それぞれマッ

サージによる刺激を繰り返すことでやわ

らかさや温かさ、弾力性を回復させ病気

の発症を防ぐことに繋がるとのことです。

ふくらはぎに血液が滞るのと類似する

エコノークラス症候群は、飛行機の中で

長時間座ったままでいると下肢の圧迫に

より血の固まりが出来ることから、その

固まりが血管に詰まり脳梗塞や急性心筋

梗塞が発症することはよく知られていま

す。

ふくらはぎマッサージの刺激は、ふく

らはぎの内側、真ん中、外側の三つの部

位に分けて、さすり、押し、つまむを足

首(アキレス腱)から膝裏に向かってマッ

サージをするのが基本(ふくらはぎにはれ

や熱がある時は止める)です。一人でも簡

単に出来ますので朝晩継続的に行い、終

わった後にコップ一杯の水を飲むとより

効果的です。

長生きしたけりゃ
『ふくらはぎ』を

もみなさい
横浜市青葉区 鈴木 三夫

ひとりでできるふくらはぎのマッサージ

４００字～６００字以内でお願いします。

神奈川支部協のニュース紙面に掲載される「投稿記」は会員の皆さまから愛読されて

います。毎号に掲載できるよう努力してまいります。

会員からの投稿記をお待ちしております。

《応募先》

《こんな記事》

・あの時の思い出話

・素敵な出会い ・私の趣味は

電灯の取り換えなど

物
故
者
（
前
号
以
降

順
不
同
）

根
岸

輝
男

様
90
歳

平
塚
市

永
田

正

様
87
歳

横
浜
市
中
区

白
井

雄

様
90
歳

横
浜
市
栄
区

里
方

富
士
男

様
72
歳

横
浜
市
港
南
区

吉
新

節
男

様
75
歳

座
間
市

瀬
戸

一
則

様
65
歳

小
田
原
市

米
川

富
雄

様
84
歳

秦
野
市

中
村

正
敏

様
81
歳

横
浜
市
金
沢
区

田
代

政
美

様
72
歳

小
田
原
市

青
木

三
保
子

様
74
歳

三
浦
市

長
瀬

日
出
夫

様
82
歳

藤
沢
市

樋
川

文
子

様
67
歳

横
浜
市
鶴
見
区

金
子

ア
サ
子

様
79
歳

横
浜
市
西
区

佐
藤

泰
二

様
92
歳

横
浜
市
戸
塚
区

穴
井

安
治

様
71
歳

横
浜
市
泉
区

徳
岡

直
行

様
87
歳

海
老
名
市

安
田

勝
美

様
77
歳

三
重
県

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

《
前
号
以
降
》

臼
井

理
恵

様

鎌
倉
市

関
根

徳
男

様

藤
沢
市

篠
倉

敏
紀

様

伊
勢
原
市

新
た
に
入
会
さ
れ
た
方
々
で
す
。


